
追
加
退
職
給
付
引
当
金

（
何
）
引
当
金

×
×
×

×
×
×

を

第
２
章
第
５
節
第
56
中

「
引
当
金
退
職
給
付
引
当
金

×
×
×

「
引
当
金
（
何
）
引
当
金

・
・
・

資
産
除
去
債
務

・
・
・

×
×
×

×
×
×

E
E
E

×
×
×

×
×
×

×
×
×

E
E
E

に
、

」

（
何
）
引
当
金

・
・
・

長
期
未
払
金

×
×
×

×
×
×

×
×
×

を

」
×
×
×

E
E
E

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

第
２
章
第
10
節
第
75
中「（注

4
8

）」を「（注
5
1

）」に
改
め
、
同
節
第
75
の
\
中
「第

8
4

」
を
「第

8
5

」
に
改
め
、「会

計
処
理

」」の
次
に
「及

び
「
第
8
8
特
定
施
設
で
あ
る
有
形
固
定
資
産
の
除
去
費
用
等
の
会
計
処
理

」」を
加
え
、
同
節
第

75
の
Ĥ
を
Î
と
し
、
同
節
第
75
の
c
か
ら
Ĝ
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
、
b
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
節
第
75
の

＜
注
48＞

を＜

注
51＞

と
し
、
同
節
第
75
を
第
76
と
す
る
。

c
資
産
除
去
債
務
の
明
細

第
２
章
第
９
節
第
74
中「（注

4
7

）」を「（注
5
0

）」に
改
め
、
同
節
第
74
の＜

注
47＞

の
]
中
「第

7
8

」
を
「第

7
9

」に
、

「第
7
9

」
を
「第

8
0

」
に
、「第

8
0

」
を
「第

8
1

」
に
、「第

8
4

」
を
「第

8
5

」に
改
め
、「及

び
損
益
外
減
損
損
失
累
計
額

」

を
「及

び
損
益
外
減
損
損
失
累
計
額
並
び
に「
第
8
8
特
定
施
設
で
あ
る
有
形
固
定
資
産
の
除
去
費
用
等
の
会
計
処
理
」

に
よ
る
損
益
外
減
価
償
却
累
計
額
及
び
損
益
外
利
息
費
用
累
計
額

」
に
改
め
、
同
節
第
74
の＜

注
47＞

を＜

注
50＞

と

し
、
同
節
第
74
を
第
75
と
す
る
。

第
２
章
第
９
節
第
73
中
×
を
Ø
と
し
、
Ö
を
×
と
し
、
Õ
を
Ö
と
し
、
Ô
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
節
第
73
を

第
74
と
す
る
。

Õ
損
益
外
利
息
費
用
相
当
額

×
×
×

第
２
章
第
９
節
第
72
の
１
中
「損

益
外
減
損
損
失
相
当
額

」
の
次
に
「、

損
益
外
利
息
費
用
相
当
額

」
を
加
え
、
同

節
第
72
を
第
73
と
す
る
。

第
２
章
第
８
節
第
71
を
第
72
と
し
、
同
節
第
68
か
ら
第
70
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
２
章
第
７
節
第
67
の
]
中「（注

4
6

）」を「（注
4
9

）」に
改
め
、
同
節
第
67
の＜

注
46＞

に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
節

第
67
の＜

注
46＞

を＜

注
49＞

と
し
、
同
節
第
67
を
第
68
と
す
る
。

`
重
要
な
資
産
除
去
債
務
の
計
上

第
２
章
第
７
節
第
66
中

「
工
事
負
担
金
等
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
の
支
出

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

－
×
×
×

×
×
×

G
G
G」

を

「

工
事
負
担
金
等
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
の
支
出

資
産
除
去
債
務
の
履
行
に
よ
る
支
出

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

－
×
×
×

－
×
×
×

×
×
×

G
G
G」

に

改
め
、
同
節
第
66
を
第
67
と
す
る
。

第
２
章
第
７
節
第
65
を
第
66
と
す
る
。

第
２
章
第
７
節
第
64
の
１
中「（

注
4
1）

」を「（
注
4
4）

」に
改
め
、
同
節
第
64
の
２
中「（

注
4
2）

」を「（
注
4
5）

」に
改
め
、

同
節
第
64
の
３
中「（

注
4
3）

」を「（
注
4
6）

」に
改
め
、
同
節
第
64
の
４
中「（

注
4
4）

」を「（
注
4
7）

」に
改
め
、
同
節
第
64
の

６
中「（

注
4
5）

」を「（
注

4
8）

」に
改
め
、
同
節
第
64
の＜

注
45＞

を＜

注
48＞

と
し
、
同
節
第
64
の＜
注
44＞

を＜

注

47＞

と
し
、
同
節
第
64
の＜

注
43＞

の
Ĉ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
節
第
64
の＜

注
43＞

を＜

注
46＞
と
す
る
。

D̂
資
産
除
去
債
務
の
履
行
に
よ
る
支
出

第
２
章
第
７
節
第
64
の＜

注
42＞

中
「第

8
2

」
を
「第

8
3

」
に
改
め
、
同
節
第
64
の＜

注
42＞

を＜

注
45＞

と
し
、

同
節
第
64
の＜

注
41＞

を＜

注
44＞

と
し
、
同
節
第
64
を
第
65
と
す
る
。

第
２
章
第
６
節
第
63
を
第
64
と
し
、
同
節
第
62
を
第
63
と
す
る
。

第
２
章
第
６
節
第
61
の
１
中
「第

7
8

」
を
「第

7
9

」
に
改
め
、
同
節
第
61
の
３
中
「第

8
0

」
を
「第

8
1

」
に
改
め
、

同
節
第
61
の
４
中
「第
8
2

」
を
「第

8
3

」
に
改
め
、
同
節
第
61
を
第
62
と
す
る
。

第
２
章
第
６
節
第
60
の
３
中「（

注
4
0）

」を「（
注
4
3）

」に
改
め
、
同
節
第
60
の＜

注
40＞

を＜

注
43＞

と
し
、
同
節
第

60
を
第
61
と
す
る
。

第
２
章
第
６
節
第
59
を
第
60
と
し
、
同
節
第
58
を
第
59
と
し
、
同
節
第
57
を
第
58
と
す
る
。

「
引
当
金
退
職
給
付
引
当
金

追
加
退
職
給
付
引
当
金

（
何
）
引
当
金

・
・
・

資
産
除
去
債
務

長
期
未
払
金

×
×
×

×
×
×

×
×
×

×
×
×

G
G
G

×
×
×

×
×
×

×
×
×
」

に
、

「

引
当
金
（
何
）
引
当
金

・
・
・

・
・
・

×
×
×

×
×
×

G
G
G

×
×
×

×
×
×

G
G
G
」

を

「
損
益
外
減
損
損
失
累
計
額
（
－
）

資
本
剰
余
金
合
計

－
×
×
×

G
G
G

×
×
×
」

を

「
損
益
外
減
損
損
失
累
計
額
（
－
）

損
益
外
利
息
費
用
累
計
額
（
－
）

資
本
剰
余
金
合
計

－
×
×
×

－
×
×
×

G
G
G

×
×
×
」

に

改
め
、
同
節
第
56
を
第
57
と
す
る
。

第
２
章
第
５
節
第
55
の
２
中
「第

8
4

」
を
「第

8
5

」
に
改
め
、「損

益
外
減
損
損
失
相
当
額
の
累
計
額

」
の
次
に
「及

び
「
第
8
8
特
定
施
設
で
あ
る
有
形
固
定
資
産
の
除
去
費
用
等
の
会
計
処
理
」
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
除
去
費
用
等
に

係
る
損
益
外
減
価
償
却
相
当
額
の
累
計
額
及
び
損
益
外
利
息
費
用
相
当
額
の
累
計
額

」を
、「損

益
外
減
損
損
失
累
計
額

」

の
次
に
「及

び
損
益
外
利
息
費
用
累
計
額

」
を
加
え
、
同
節
第
55
を
第
56
と
す
る
。

第
２
章
第
５
節
第
54
の
１
の
d
を
e
と
し
、
c
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

d
資
産
除
去
債
務

第
２
章
第
５
節
第
54
の
２
の
Ĝ
を
Ĥ
と
し
、
F̂
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
節
第
54
を
第
55
と
す
る
。

Ĝ
資
産
除
去
債
務

第
２
章
第
５
節
第
53
の
１
中「（

注
3
9）

」を「（
注
4
2）

」に
改
め
、
同
節
第
53
の＜

注
39＞

を＜

注
42＞

と
し
、
同
節
第

53
を
第
54
と
す
る
。

第
２
章
第
５
節
第
52
を
第
53
と
し
、
同
節
第
46
か
ら
第
51
ま
で
を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
２
章
第
４
節
第
45
中「（

注
3
8）

」を「（
注
4
1）

」に
改
め
、
同
節
第
45
の＜

注
38＞

を＜

注
41＞

と
し
、
同
節
第
45
を

第
46
と
す
る
。

第
２
章
第
４
節
第
44
を
第
45
と
す
る
。

第
２
章
第
４
節
第
43
中「（

注
3
7）

」を「（
注
4
0）

」に
改
め
、
同
節
第
43
の＜

注
37＞

を＜

注
40＞

と
し
、
同
節
第
43
を

第
44
と
す
る
。

第
２
章
第
４
節
第
42
を
第
43
と
し
、
同
節
第
41
を
第
42
と
す
る
。

第
２
章
第
４
節
第
40
の
４
中「（

注
3
6）

」を
「（

注
3
9）

」
に
改
め
、
同
節
第
40
の＜

注
36＞

を＜

注
39＞

と
し
、
同
節

第
40
を
第
41
と
す
る
。

第
２
章
第
４
節
第
39
を
第
40
と
す
る
。

第
２
章
第
３
節
第
38
を
第
39
と
し
、
同
節
第
37
を
第
38
と
す
る
。

˜œŸ
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